
定 例 監 査 結 果 報 告 書 

 

１ 監査対象部署 経済環境部 産業創生室 

２ 監査実施日  令和６年 11 月 26 日 

３ 監査実施場所 監査委員室 

４ 監査の範囲  令和５年度の財務に関する事務及び事業の管理全般 

５ 監査の執行者 監査委員 西村 一伸 

         監査委員 表  靖二 

６ 監査の実施手続 

  あらかじめ必要と認めた事項を記した監査資料、関係する管理資料、申請書類及

び執行手続書類並びに台帳等の提出を求め、事務局職員により、その内容の閲覧、

帳簿突合、質問等の予備監査を行った。 

  また、監査当日は、経済環境部長ほか関係職員の同席の下、室長から監査資料に

基づき事務事業の執行状況等を聴取するとともに、質疑を交わした。 

７ 監査の着眼点 

財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理が、関係法令に基づき適正か

つ効率的、合理的に行われているかを主眼として、監査を実施した。 

監査の主な着眼点は、次のとおりである。 

（１）収入及び支出事務は、関係法令等に基づき適正に行われているか。 

（２）契約事務は、関係法令等に基づき適正に行われているか。 

（３）財産の管理は、適正に行われているか。 

（４）施設の維持管理は、適正に行われているか。 

（５）公金の取り扱いは、適正に行われているか。 

（６）前回の監査で指摘した事項は、適正に改善されているか。 

８ 監査の結果 

  予算執行状況、財産の管理状況、事務事業の管理状況、安全対策及び前回指摘事

項の項目については、おおむね良好に執行がなされているものと認められた。事務

処理上にわたる注意事項については、監査の過程において当事者に指導したので本

書には省略した。 

９ 監査の結果に添える意見 

  小松市経営モデルチェンジ支援事業について、採択されたプロジェクトの中には、

審査過程において、取組の効果をより高めるための実施方法の改善・見直しを求め

る意見や、さらに踏み込んだ課題解決を促す指摘などがなされている。これら意見

等はプロジェクトの目的を効率よく効果的に達成するために有用に活用すること



  

が求められる。あくまでも、事業の採択はゴールではなくスタートであり、当該プ

ロジェクトが実りあるものとして成長するようなアシストが必要である。 

したがって、補助金の交付に当たっては、費用対効果が最大となるようＰＤＣＡ

サイクルを適切に運用させながら、プロジェクトの有効性を客観的に検証すること

が大切であり、これにより中小企業者及び起業者の経営力強化やイノベーションへ

の積極的な取組を奨励し、もって本市産業の高度化や振興に一層寄与することを期

待する。   


